
LASERSAFER は、レーザー機器からの漏れ光等の光量が
安全なレベルにあることを確認するツールです。

波長、安定性、時間など、
パラメータを入力します。

ソフトウエアの指示通りに、保護
カバーからのレーザーの漏れ光を
測定します。

結果がパソコンの画面に表示さ
れ、安全性を確認することができ
ます。

組込形レーザー機器

★ポイント
ワークの出入り口、ケーブル穴、
通気口、カバーの継ぎ目などに
プローブを向けて測定。

ここを
測定！

LASERSAFERLASERSAFERlaser leak tester

結果

JIS のクラス
１を超え

るレーザー
漏れ光は、

検出されま
せん

でした。

製造現場の安全確認に最適　⇨　作業性の向上につながります。
自社製品の安全検査に最適　⇨　製品の信頼性がアップします。

下記の３つのステップで、漏れ光等の光量が安全なレベル（JIS の「クラス１」）にあることを確認できます。

STEP 1 STEP 2 STEP 3

ク
ラ
ス
４



LASERSAFERLASERSAFER
laser leak tester

　★Bluetooth 使用
　★対応する波長：400nm~1100nm
　★CW（連続発振）レーザー及び繰返し周波数
　　が 1kHz 以上で規則的な発振をするパルス
　　レーザーに対応します。

◆背景
　厚生労働省の「レーザー光線による障害防止対策要綱」においては労働
者の障害を防止する為にレーザー機器の各クラスに応じた措置基準が定め
られています。
　最も安全なカテゴリーである JIS の「クラス１」の基準を満たせば、機
器の取り扱いや現場での運用において負担の軽減につながります（例えば
レーザー保護めがねの着用や、立ち入り禁止区域の設定など）。

　■ JIS C 6802：2014「レーザ製品の安全基準」にもとづいています。
　■専用設計の光学系およびソフトウエア、これに実績のある校正された
　　パワーメーターを組み合わせることで使いやすさと信頼性を兼ね備え
　　ています。
　■ソフトウエアでクラス１の基準値を算出し、プローブ（光学系および
　　パワーメーター）で漏れ光の光量を確認します。
　■プローブとパソコンとの通信が無線（Bluetooth）なので、測定作業
　　がスムーズにできます。

＊この資料は製品のコンセプトを分かりやすく紹介する為のものですが、製品の内容は予告なしに変更されることが
　あります。実際の仕様については弊社までお問い合わせ下さい。

本製品の特徴

安全性の担保と使いやすさ
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